
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ栽培管理(R3.9.)       (有) 丸 富 

8月上旬まで干ばつ酷暑だったが、中旬以降は梅雨に戻ったような曇雨天が続き、各地で豪雨（冠水）被害 

があった。盆頃までは病害が少なかったが、豪雨以降は各地で病害が拡大した。害虫も一部で発生した。 
 

発根促進 

8 月の水害による土壌中の溶存酸素の低下と日照不足による根の働きの低下を早めに回復させる。 
発根促進と細根維持に G ﾊﾞﾗﾝｽ DF 500g／10a と発根力 500 ㏄（又は天地の恵み 300 ㏄）／10a 

を潅水する。（15～20 日毎に施用） 
 

災害対策 

台風や豪雨など災害が発生した場合は、速やかに防除を行うと共に樹勢回復を図る。 
樹勢回復に笑顔 1,000 倍（又は天地の恵み 500 倍）とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍を数回、葉面散布する。 
緑化促進に天然ﾐﾈﾗﾙ 2,000 倍（又は酸ｶﾙ 1,000 倍）とｻﾝﾐﾈｰﾗ 5,000 倍を葉面散布する。 

 

貯蔵養分蓄積 

来年の春芽は貯蔵養分の蓄積で左右する。終盤は収穫と養分蓄積の両方を考えながら肥培管理する。 
養分蓄積と品質向上に酸ｶﾙ 1,000 倍と天然ﾐﾈﾗﾙ 2,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍を散布する。 
潅注・散水で酸ｶﾙ 200 ㏄／10a と天然ﾐﾈﾗﾙ 100 ㏄／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50 ㏄／10a を施用する。 

 

通気性の確保 

茎葉が混み合うと通気性が悪くなり、病害虫の多発や養分蓄積に悪影響を及ぼす。 
徒長抑制に時を越えた贈り物 200～300 ㏄／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50～100 ㏄／10a を潅水する。 

二次葉の抑制に時を越えた贈り物 500 倍と酸ｶﾙ 1,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 5,000 倍を散布する。 
 

害虫対策 

満月頃の強風時はﾊｳｽ外からの害虫の侵入が多くなる。作物生育を予測して、事前対応が大切。 
害虫防除前にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 50～100cc／10a を潅水し、害虫を土中から追い出す。 

害虫防除時にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 2,000～3,000 倍（又はｽﾄｯﾊﾟｰ雅 1,000 倍）を散布する。 
 

追肥（液肥） 

 土壌環境、並びに年数、根の働きによっても増減する。 
ﾌﾟﾛ液肥                1～2ℓ／10a 

時を越えた贈り物           100～200 ㏄／10a    5～10 日ごとに潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ                50 ㏄／10a    ※収穫量や土壌条件、天候によって 
ｽﾄｯﾊﾟｰ雅(又はﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS)   100ｃｃ(50cc)／10a      加減する。 

※ｻﾝﾐﾈｰﾗの代わりにｼﾘｶｱｯﾌﾟ 100～150 ㏄、天然ﾐﾈﾗﾙ 100～200 ㏄、海藻のｴｷｽ 50ℊでもよい。 
 

 

ご注文やお問い合わせは、            有限会社 丸 富  0942‐65‐0123（TEL） 

FAX 0942-65-1091（24 時間受付） 携帯 090-3328-7603（富松まで） 


